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作品について

1．初期の風景版画

風俗版仙1家といわれてきた勝m之が妓初に求めた迦材は、彼の住む秋Illih'内の風景であった。

UK和4年、岐初に試みた連作「秋IllI-こり:」のなかの「外濠夜景」(M版1)「八橋街迩」がH本版|伽協会股

に初入選している。「外濠夜景」は、城跡のある千秩公I''Iの外功iの夜餓を拙いたものである。メLノミでややえ荒

くmられたBHは机雑な感じを与えるが、夜の窄にはえる､|訓lと水ifiiに映る川あかりや家々からもれる灯などす

べて地味な色彩でまとめ夜の凪i;iを川LてL､る。秘5年「,';ﾉ|i津川の秋」「鈍楼余景」と連作が続き、いずれも

「外濠夜溌」の炎現形式をとっている。これら一連のl蝿剥恢liiは、昭和6年から「雪国の市場」「竿燈勢揃」の

作1111のように勝平仙aのモティーフが徐々にmまっていくことから、わずか2年の短期間であるが、初期の造形

センスをうかがL,神る作I'll'lである。後ｲI披|'|身のI洲るところによれば、浮世絵版sに魅せられて版凹を彫るよう

になったというが、やはり十二紫のllllill'liのところどころにその影誹をみる事ができる。しかし、この影諜よnも

ここでは、十三景の全作品に共通する渋い色彩、迦材を身近なものに求めたことなどに注視すべきである。この

2要素は、後年の作品の特色となっている。

「秋田-|･二景」以後、昭和8年から「千秋公|叢'八景」を制作し、単発の作舶としては昭和6年の「奥入槻の欲

」「｜･和|Ⅱ発術Illf」と続き、徐々 に秋Illlliﾙﾘ辺から県内杵地に彼のIIが広がっていった。

この系列_この作s,としては、¥mi¥¥o年の制作「五Mの街」（図版2)が上げられよう。雪hJ秋|｣Iのイメージの

心理を逆手に利川し、スカイブルーl色で地mと尾根を炎し、粁先の菖浦のグリーンとあいまって五月の気持ち

の良い街をものにてしいる。この作Milは、昭和7年の「当の街」（図版3)と好対照をみせている。後者のしん

しんと雪のふる街や民祇をもり込んだ郷4二的色あいとは別に、雪に脚1れる人びとの心象風景を見事にとらえてい

る。また剛Il'liにゑなぎる季節感と合'戦造りの家や少女のllli盤にみ､られる地ﾉj色とが、他の版sのスタイルの根幹

になっている。

2．秋田の風俗

昭和10年ごろから本格的な秋lⅡの瓜併への取りくゑを始めて､､る。この岐初の連作として「秋仕I風俗十態」が

ある。「徒天」「彼岸花」(H版Or^rt:」「笹飴」「犬．市」「あれこ」「雛売り」「鹿i:ﾙ流し」「竿燈」

「天神様」の胆が示すように、宗放'''9行小:とそれに|奥l係したもの売り風物をとり上げた作品である。これらの作

品に共通していえることは、藍場する人物がすべて女性と子どもであること、彼女らの身につけている着物やか

ぶりもの、はきものを入念に拙き込んでいることである。この特色は大､|との作品に共通していることでもある。

紺緋のモンペ、雪国にみられるソデボッチ、フロシキポッチと呼ぶかぶり物、ワラグ､み'などは、勝平の版画に多

く出てくる。紺¥lの鶴かぶり物の朱や赤、ワラグツの黄土、これらの色がおりなす画面が、郷土色にあふれた

勝平という評(illiの要因であろうか。また他の風俗シリーズ「秋田風俗i題」のなかの「いろり」「かまど」「か

きだて（雪Ⅲい）」（図版5）にみられるように、illlilfliを椛成する上で不必要なまでに民具を描き込んでいる。

彼のこのような対象への執着の強さと消えてゆく民俗資料への着眼のすばらしさには感嘆するが、反面、創作上

の展開と仙iidiが語る作家の思想を的確に理解することの妨げとなっていたのではなかろうか。従って個々 の作mi

の分析する作業が、今後、勝平版Ililiの全貌を知る上で早急にしなければならないことと考える。

前述の風俗シリーズの他に、彼が版Illijにした題材としては、「ナマハケ」(Il版6)「盆市」「豊年盆剛」「

飾山雛子」に代表される年中行小:もの、「米作四腿」「挫民風俗|･二ケn」に代表される艇民風俗ものが上げら

れる。年1'1行事に取材した作i'll'lは昭和6年ごろからすでに制作されている。また「造花」「七夕」「送り盆」「

ナマハケ」「竹打」などの大作が多く、勝平が年齢的にもちょうど意欲を見せはじめた時期の作品である。

昭和15年に制作された「ナマハケ」は、リサ鹿半Khlこ伝わるおもしろくまた奇異な風習を取り扱ったものだが、

この特徴をうまくI'liiifiiで成功させしいる。｜由1mは3つに分断され、中央には、ナマハケが子どものいる家に訪れ
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たところを拙いてL,る°青く澄盈きった夜ｿi望には満liが浮かび、ナマハケの入った後のr1のあたりには、こわご

わと身をのりllIしてのぞいているjﾆどもたちがユーモラスに描かれている。左右の、鬼ifiiやコモを身につけ包丁

を手にもつナマハケの克|ﾘ)な描写と、障子のかげから、ナマハケが入ってくる様子をうかがう姉と弟の神妙な敵

の猫写とが、ナマハケ風習をうまくあらわしている。llllill'liの色彩は夜空の藍・jjの青・雪の白・着物の混合色と

が交錯し、nの'IBl,、天上につるされた̂ Fもちが、肱Illの郷土色を強くしている。3つに分断された形式は、

日本illijの三'陥対や宗教[Ihlの扉絵を思わせるが、ナマハケの奇習を語るに適した形式とも考えられる。同形式の「

竹打ち」とともに戦nilの傑作とし､える。

戦後に制作された「抽fh-」「蝦年紘ilni」「伽|ll7-」は、いずれも勝平の意|刈が表れた作品である。「盆市」

は、勝､Fが以Iillから好んで拙くill場風景の雌ﾉ<成的な作IHlに位磁づけられる。〕画端に広げられる売りものの季節

感と求数的行#の雰州気とが、この1iの作iSn̂ tt色である。「製ｲド盆州」「伽Ill雌子」は凹面にムーブメントを

もりこんだ意欲作である。勝慰Fの版irhiには、ほとんど肋的なものがなく静的なI'.l'il国であるが、そのなかで動的要

素をとらえた縦Hすべき作.;>.であろう。

次に艇作災に迦材をとった「米作El皿」「卿t風俗h二ケi]」はIt後24年からの制作になっている。稲作の風

景は秋IHの一大特色であることから、勝､Fの版Illijにはもっと早い時期にあらわれてもよいテーマであるが、昭和

8年の「収催」（これは蝋作業とL，うよりはIII1判風景の拙'グである。）を除いては、以外にも後期に登場してい

る。これは、彼が秋IIIiIjというまちにﾉ'2まれf『ったこと、腿作業の労働による動的イメージが彼の版画に不向き

な要衆であること、を考えてればうなづける。戦IlI「-+茎にﾉ|きる」と腿する峡I刈のタイトルバックを制作してお

り、おそらく蝿&瓜俗ものは戦nifihに柵越されてたと考えられる。

「米作四迦」は職l32c脱・縦40“のIft長の作in':である。この点は、空間のひろがりを櫛に求めたこと、つまり

災作業する人を左右の､|え行線上におき、労|側の!助きも左ｲ『の一線においていることからとられる形式であろう。

彼の大作には、この形式が大､ドをしftている。この極端な枇長形式はIll'ilfijにやや散漫な感じを与えているが、

「米作四題」の「唯肥逆び」（冬）「耕土」（作)niiMj(夏)CI到版7)「刈あげ」（秋〕の季節感と、厳

い､労|勅、土のにおい、リズミカルな動き、収樫の歓びなどの主題と、野良着の色調、雪の白､士の茶､苗の緑、

陥仙の黄などの色彩とがうまくバランスをと')成功している。

「挫民風俗-|･二ケ'1」は、lノlの「わらirち」から12ﾉjの「供米」までの12の農作業を描いてL,る。3号ほど

の小m面に集約されたいろいろな股作巣は、機械化した現代の典作業からすると珍しく、単に記録するというこ

とだけでも意味深いものである。拙き方は股も勝､Fらしいスタイルである。

3．展開と終えん

リiU上鹿角ill八幡､I'にあるilm称火irWtでは、〃;年ji:)iになると、伝統''1りなしきたりを厳しく守って続けてきた撫

楽祭が行われる。この宗数的儀式の色あいが恢い行事は、県内各｣山にある年『'－1行事の中にお､､て極めて壮厳であ
る。僻を神fii]で行うまでの脈人たちの禁欲的ﾉ|紙は、修験附に似ている。

勝､|旦押之がこの行珊に取材に出けたのは昭和10ｲI主であった。以後6年間年水年始には現地に取材している。版

llijの制作は昭和11年からlo年までmmりを手がけ、昭和15年から23年まで色illりの版山8枚に没頭している。こ

のテーマにかけた彼の執念は、我されたスケッチi鵬に衆s1iされているﾘ陥人の衣装、道具、堂内の様子、などの克

IﾘIな記録からうかがい知ることができる。

色-11'の版Illijは、八点とも紺紙にinられており人物だけを描きこむ簡略な図になっている。対象が舞楽である

たft、鮮楽の助きやリズム感と:ii冒厳さをIllす二とにかなり.''Vl'ドしたあとがうかがｵつれる。

‐一つの雛を1枚の紙に附いているが、柵¥-<¥上2つの峠を対にしている。「御常楽｣と｢権現舞｣は横長の紺紙を用

い、ill鳩･では人物と大龍神と呼ぶ肱の龍神砿とを紬ぶ線が､'2円を拙き、後者も獅子頭と獅子の尾をもつ人物とが

､mを猫いている。さらに対に並べると龍Iji蚊と州IT-狐がlhlい合い、Illli端に人物が配置され、二つの版画の中央

へ助きの流れをもっていっている。この2点に|股らず他の6作品においても、対の形式と左右ほぼ対称の隣|到と

を見ることができる。「駒畔」「烏郷」は、ズ､lに撒くと鮮人を結ぶ線が円を描き、拝の動きは時計方向に流れる。

また駒郷は子どもがリズミカルに雛うところにポイントがあるmり方であるが、これを、上体のひねりや片足の

HroこげでたくJzﾒ､に災現してL､る。色彩は、背・赤・典・臼の四色と紺紙をうまく利用することによって鮮l川で

あり、印蒙深い[llli面になっている。「丘火尊卿」(I剖版8）「烏;y郷」(If版9)も、対にすると人物の並ぶ線
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が逆三角形を拙き、上部一辺の人物の色彩をぼかし、他の二辺に並ぶ人物を濃くし雛が行われる空間をうまく出

している。またこの2無楽は他の坪よりも雄壮なものだが、その雰囲気を顔につけた面や、肘の張りによって表

現している。

これらの郷楽wは、一見しただけでは作Ill,]上の恵図をmiﾘできなかったが、実際に舞楽祭を調査することによ

って、櫛図．色彩．対帆形式を剛解することができた。iii'iifiiはできる限り簡略化されたものだが、勝平が6年間

も調査しただけに、それぞれの郷の特徴を1曲imに反映させている。

またこの作i'll'lは、他の風俗・行事を扱った版[ill]の中にあって異質な作i'.'iとなっている。これは、大日堂無楽と

いう特異な対象を選んだこと（他の行ifとは示教的行iiという点では共aしているが、その形式や内容において

かなり異質なものであること）、それによって、従来の風俗ものの拙法では猫ききれなL,こと（秋lⅡ的なm;装や

生活用具や風景を単に拙くこと）などの典莱から牝じたと吟えられよう。

勝平の秋lⅡ風俗をとらえた版1*]が、彼の蛾もf'l意とするスタイルであり、またそのスタイルが彼を存在たらし

める要素である。しかし、木版Illliという制約の多いllllill'liにおいて、マンネリズムと思われるほどの従来のスタイ

ルを打破しようとしたﾉく'1堂郷楽Nの制作は、彼の芸術kの股mという意味で魂視したい。ただ、この作肺の延

線上に続くものとしては、BS和33年の「口紅i-」「亦城j亀」をゑるだけであり、腰|刑が結実せずに終っている。

残念なことに、nii和33年'l¥柄をわずらい怠欲的なII]作ができなかったのである。

小股を得たm和.;:年、新|ﾙlに掲戦された彼の言梁に「これからは色のあざやかさを助:!り下げていくとともに、

,Wiから肋、個体から昨像を強1川するﾉくきな作I111を作りたいと思っているし，花"ﾉ!と瓜僻'一二腿、脚&風俗十二ケII

のような連作にもﾉJを入れるつもりです」とあり、ノ<'''紗雌楽の延長線1-二の作i'll'lと風俗版Illijの仕事を続ける決意

を語ってL,る･しかし，病には勝てず、小I,をillH作することにil-んじなければならなかった。

昭和46年iJ)4awirH卜之永眠。その折哨夫人が「今はなき夫の面影しのびつつ残せる作mを守らんと思う」

と詠んでL､る。この意志は後に伐った背の使命であり、さらに勝平得之と作riuとの研究を続けることが今後の課

題である。

◇その人

1．幼少年のころ

明治37年4fl60秋Illlli大Illf6丁II6爵地195ナ(IB鉄砲1IIJ-)に生まれる。本名は徳治。父為占は紙漉業と左官

業を営んでいた。職人気質の家に生まれたことが、後年版llmを志望したことと地味な活動に深い影舞を与えてい

る。明治44年秋HI市旭If}小学校に入学する。彼i'l身の1面M肌によると、当II*絵はうまくも好きでもなかったことに

なるが、少年期のスケッチや摸写をみれば、版Illll家勝平('｝之を容易に想像できる。残されているスケッチが色彩

を平m的に配世する拙法と簡1-術な柵図であることは不思議なことに版Biに近いものである。大IE5年'2才.の時、

母スエ病死。この母の死は、絵の〕画に入るきっかけともなっているし、版|山iに女|ﾉkが多くI.Uてくることの原因と

も推測される。大正7年14才のn#，水彩1曲i「白竜観背」を拙く。これは仏Illijののった本を見て柵かれたと思われ

るが、14才の少年が選ぶ題材ではない。物心ついた少年がぱの死にii'ufiiすることによって宗教的なものへの志向

が始まり、後の版画の迦材ともなっている。大正8年'I-皿尋常高等小学校高等科を卒業し家業の紙漉きを手伝う。

大正10年には大阪にII',稼ぎをしているが、そのかたわら写生を統けた。このii'fitn流行の夢二の絃に魅せられ、夢

二調のスケッチを残している。画家志望が強くなったn#でもある。

2．版画のはじめ

大正13年20才の時、はじめての木版Illll制作を試み､る。この時、版木はケタ屋から朴寺求め、ノミはこうもり傘

の骨を利用したというエピソードが残っている。版l山1制作に向かわせる111.接の原因としては、Ill本鼎らの唱えた

i)作版画運動の思潮と徳治の生来の器用さがあげられる。このことは後年、絵・彫Illllの三工程を一人で行うこ

とを繰り返し強洲することから察せられよう。大正14年には「秋Ill十二景」のIllij皿となった「草生津川の秋」な

どの市内風景をスケッチし始める。翌15年～BS和元年には「勝平庵石仏」と称し、地方紙にハガキ大の塁Ililiり版

Illijを寄稿、以後5～6年|H1統けた。Illll胆は竿瞭祭りに取材した「七夕スケッチ」を始めとして、郷士の遊びや風

物に取材したもの、「現夢」「浴前」などピカソやシャガールに影響をうけたものに大別される。昭和2年23才、

色刷り版画の独学に励む。翌3年、水村五郎氏の指導をうけ風俗人形を制作し生栖の一助とする。農民芸術運動
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の影響をうけてか、この頃から秋[ﾛの風物・行事に深い関心を寄せるようになる。また、画号を得之と改め本格

的な版画制作に向う。

3．版画界デビューのとき

昭和4年25才の時、［1本版画協会股に「外濠夜景」「八橘街道」を出I品し初入選をとげる。翌5年久米晴と結

婚、3点の版|刈入選。昭和6年帝展で「雪国の市場」、国Illij会展「雪国の村里」、日本版画協会展「奥入瀬の秋

」、新興版画展「竿燈勢揃之図」「撚天奉納之図」、白日会展「聖園」、日本水彩画会展「十和田発荷峠」が各

々入選。翌7年日本版画協会員に推せんされる。この頃から千秋公園八景を始め、秋Ill風俗十態、｛題などの連

作を構想し制作し始める。題材はすべて秋田の風俗・景観・行事に取材したものである。以後、太平洋戦争中2

年間と晩年の一時期を除き、毎年展1叱会;こ出品し、数々の入選を続けた。

4．芸術の展開へ

昭和10年31才の時、ドイツの建築学片ブルーノタウトが米ﾘIし知己を得、秋田市内の案内をつとめる。この年

合掌造りのfi叩屋がある通りを描いた｢yU1の街｣を制作している。また鹿角rli八幡平の大日堂に獅楽祭を取材し以

後6年間年氷年始に出かけている。I1(U1I15年大II通舞楽M八部作堪jsnりが光成、色刷りの制作に着手。翌16年東

京銀座松坂屋で佃峡を附く。昭和17年38才の11f、Ill形ﾘi靴‘Ii'i'l11iに滞在し、羽黒山・湯殿Ill月Illの三山にまつわ

る宝永年代古版木を両部Illllる。さらに県外に取材した唯一の作i'il'l「黄金堂燕|職」を国Illll会展に出品、入選してい

る。この頃、「土に生きる」と越した映llli]のタイトルバックや、「橡ノ水のI活」（富木友治著）の挿絵を手がけ

ている。昭和23年44才の11f、日展委ftとなり、現代挽術総合峡に労作「大II蝋舞楽区'八部作」の内2点を招待川

miする。翌.:年「米作四迦」の制作と、｜iりじ股作業をモチィーフとした「股K風俗十二ケ月」とに着手する。｜唱

和27年、米国太nF洋沿岸部部｢|丁でhhmiされた巡I'll災術峡に川i'll'l,｜ﾉqドイツのケルン博物館にも出i'll'lする。さらに

長年続けてきた占版水研究を新聞:こ迦峨、戦後の雌在ぶりを示している。昭和30年「祭四題」の制作に着手、そ

の内の「たいまつ祭」が日展に人選。狸31年ロ展委I嘱出MM無鑑代に推せんされ「番楽」を出品。この年「日本の

現代版画」（オリバー・スタットラー杵）のI'に作〃,が褐'I晩され海外に広く紹介された。

5．病を得てから

昭和33年、父為吉死去。得之も間瓶のため入院。この年制作された「亦蹴(白童子」が最後の大作となり、

以後は小品の制作にとどまった。34年から制作された'｣､mi「花売風俗十二迦」は花の色彩と背景の色彩をうまく

配色し、季節感もあいまって好作,V,',となって、､る。昭和31年、M北文化賞、38年、第8回秋田県文化功労章を受

ける。昭和41年62才、vimが悪化しf術を受ける、、二れ以後体力のの哀剥がII丈ち版Illll制作ができなくなる。昭

和45年病気再発、2年間の論療のかいもなく、nil和47年】ノ!4Ĥ 二後9時55分死去。享年67才。i'l熟期の0数年

W病のたft,忠うような制作ができなかったことが．惜しまれる。
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